
2022年7月10日 主日礼拝賛美歌

●『讃美歌２１』３番

１．とびらをひらきて われをみちびき

まことのひかりと なぐさめみつる

かみのいえへと むかえたまえや

２．わがしゅよ みまえに われはきたりぬ

われらのこころに しゅもまたきたり

われをきよめて やどりたまえや

３．おそれおののきて みまえにきたり

こころもからだも すべてをささぐ

いのりとうたを うけいれたまえ

４．みちびくほしなる しゅのみことばを

われらにあたえて つねになぐさめ

よわきこころに ちからをたまえ

５．かたりたまえ しゅよ いのるわれらに

いのちのいずみは ここにわきいで

くなんのひにも なぐさめあふれん

アーメン

●『讃美歌』２２４番

１．勝利の主 イエスの名と 栄光の神の国 よもの民に宣べ伝え 広めよとの声きこゆ

２．主の救い 神のわざ そのままに受け入れて 生まれ変わり共々に 神の国へ進み行け

３．人々よ み救いを 心より喜びて 歌声あげ もとろもに ほめたたえよ主の力

４．いざ歌え 救われて 喜びに躍る者 宣べ伝えよ み恵みの いとも奇しき神のわざ

アーメン



●『讃美歌２１』５０９番

１．光の子になるため ついて行きます

この世を照らすため 来られた主イエスに

主のうちに闇はなく 夜も昼も輝く

心の中を我が主よ 照らしてください

２．主の輝き見るため 進み行きます

示された小道を み神のみもとに

主のうちに闇はなく 夜も昼も輝く

心の中を我が主よ 照らしてください

３．主の再び来る日を 待ち望みます

信仰を守りぬき み前に立つ日を

主のうちに闇はなく 夜も昼も輝く

心の中を我が主よ 照らしてください

アーメン

●『讃美歌』５４１番

１．父 御子 みたまの おおみ神に

ときわにたえせず みさかえあれ

みさかえあれ

アーメン


